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きき
らら
めめ
きき
隊隊
っっ
てて
何何
？？

「
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
き
ら

め
き
隊
」
と
は
、
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
う
青
少
年
グ
ル
ー
プ

の
こ
と
で
す
。
平
成
16
年
度
に
結
成

し
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

き
ら
め
き
隊
で
は
、
自
分
た
ち
で

活
動
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

年
度
当
初
に
、
企
画
や
活
動
日
、
各

回
の
リ
ー
ダ
ー
等
を
決
定
。
そ
の
後

は
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
、
毎
回

の
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

メメ
ンン
ババ
ーー
はは
学学
生生
がが
中中
心心

敦
賀
気
比
高
校
、
敦
賀
工
業
高
校
、

敦
賀
高
校
、
敦
賀
短
大
、
市
立
看
護

専
門
学
校
か
ら
39
人
が
隊
員
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少

年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
実
行
委
員
と
し
て
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
。
隊
員
は
、
幅
広
い
年
代

層
の
人
達
と
一
緒
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

きき
らら
めめ
きき
隊隊

ユユ
ーー
スス
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
ャャ
ーー今

年
度
は
、年
度
当
初
に
計
画
し

た
８
回
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

今今
年年
度度
のの
活活
動動

5
月
8
日
　

親
子
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
参
加

8
月
17
日
　

保
育
園
遊
具
補
修

等
（
木
崎
保
育
園
）

9
月
11
日
　

敦
賀
ま
つ
り
後
の

清
掃

8
月
7
日
　

と
う
ろ
う
作
り

12
月
10
日
　

小
学
生
の
親
子
と

一
緒
に
貯
金
箱
作
り

12
月
26
日
　

ケ
ー
キ
作
り
と
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト（
太
陽
の
家
）

11
月
19
日
　

小
学
生
と
一
緒
に

メ
モ
帳
作
り

10
月
29
日
　

シ
ー
ツ
取
換
え
と
車

い
す
処
分
（
渓
山
荘
）

き
っ
か
け
？
・
・
・
な
か
な
か
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い

で
も
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
っ
て
本
当
に
思
う
。

隊員に聞きました。
なぜ「ボランティアしようと思ったの？」

迷ったけど。やって
みようかなって。

ガールスカウトなどでボ
ランティア活動に携わっ
ていた。先生に誘われて
参加した。

楽しそうだった
から。

回りにやっている人がい
てその人の影響を受け
た。

今しかできないこと、働
いてからではできないこ
とがあると思った。

JRC（青少年赤十字部）
に入っていたら勧誘を受
けなんとなく入った。

JRC（青少年赤十字
部）の副部長として
の使命。

隊
員
に
「
な
ん
で
参
加
し
よ
う
と
思

っ
た
の
」
と
聞
い
て
み
る
と
、
回
答
は

み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。
最
初
か
ら

目
的
意
識
を
も
っ
て
い
る
人
、
友
達
や

先
生
の
誘
い
で
参
加
し
た
人
、
な
ん
と

な
く
参
加
し
た
人
、
き
っ
か
け
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

で
も
、
や
り
終
え
た
後
の
み
ん
な
か

ら
は
揃
っ
て
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

の
声
が
出
ま
し
た
。
思
っ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
行
動
に
移
す
。
そ
の
こ
と

に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
少
し
で
も
興
味
が

あ
る
若
者
た
ち
、
思
い
切
っ
て
参
加
し

て
み
て
は
ど
う
で
す
か
！

きき
っっ
かか
けけ
はは
人人
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
。。

でで
もも
最最
後後
はは
みみ
んん
なな
「「
参参
加加

しし
てて
よよ
かか
っっ
たた
」」

対象 ボランティアに少しでも興味
がある高校生以上の青少年

※学生以外の方も、もちろん
大歓迎です！

申込先・問合せ

少年愛護センター
２３ー０１８９
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敦敦賀賀のの新新ししいい力力
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最
近
の
消
費
者
問
題
は
、
ま
す

ま
す
複
雑
化
、
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

出
会
い
系
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

か
ら
の
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
、

街
角
で
声
を
掛
け
ら
れ
、
高
額
な

商
品
を
買
わ
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
チ
セ

ー
ル
ス
。
親
戚
や
友
人
を
誘
い
、

商
品
を
売
れ
ば
マ
ー
ジ
ン
が
も
ら

え
る
と
い
う
マ
ル
チ
（
ま
が
い
）

商
法
な
ど
で
多
く
の
若
者
が
被
害

に
あ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
様
々
な
手
口
の
悪
質
商

法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
若

者
が
狙
わ
れ
る
代
表
的
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

手
口
を
知
る
こ
と
で
、
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
予
防
で
き
る
の

で
す
。

▼
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

街
角
な
ど
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
っ

て
呼
び
止
め
、
事
業
所
や
喫
茶
店

な
ど
に
連
れ
て

行
き
、
い
つ
の

間
に
か
商
品
の

勧
誘
を
行
い
、

エ
ス
テ
や
化
粧

品
、
装
飾
品
な

ど
の
契
約
を
さ

せ
る
よ
う
な
商
法
。

▼
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

電
話
に
よ
る
勧
誘
で
、「
当
選

し
た
の
で
、
商
品
を
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
っ
て
事
務

所
や
喫
茶
店
な
ど
に
呼
び
出
さ

れ
、
高
額
な
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
や
宝

石
な
ど
の
購
入
を
長
時
間
勧
誘
さ

れ
る
商
法
の
こ
と
。

▼
マ
ル
チ
（
ま
が
い
）
商
法

友
人
か
ら
「
も
う
か
る
話
が
あ

る
」
な
ど
と
誘
わ
れ
て
、
紹
介
販

売
の
説
明
会
に
連
れ
ら
れ
「
商
品

を
購
入
し
て
販
売
す
れ
ば
儲
か

る
」
と
説
明
さ
れ
会
員
に
さ
せ
る

商
法
。
商
品
は
売
れ
ず
に
借
金
だ

け
が
残
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

▼
架
空
請
求
・
不
当
請
求

電
子
メ
ー
ル
、
は
が
き
、
電
話

な
ど
で
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い

有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
や
通
信

料
、
身
に
覚
え
の
な
い
債
権
な
ど

を
一
方
的
に
請
求
し
て
く
る
商

法
。
ま
た
、
誤
っ
て
あ
る
サ
イ
ト

に
入
っ
た
時
点
で
、
勝
手
に
「
登

録
完
了
」
な
ど
と
表
示
さ
れ
、
不

当
な
利
用
料
を
請
求
し
て
く
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。

◆
や
さ
し
い
言
葉
に
は
注
意
。
う

ま
い
話
は
、
お
か
し
い
と
考
え

ま
し
ょ
う
。

◆
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
な
接
近

や
訪
問
、
電
話
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
身
な
り
や
態
度
に
惑
わ

さ
れ
な
い
で
！

◆
預
貯
金
な
ど
の
個
人
情
報
は
簡

単
に
は
明
か
さ
な
い
。
契
約
を

す
る
と
き
は
慎
重
に
行
い
ま
し

ょ
う
。

◆
「
結
構
で
す
「
い
い
で
す
」
な

ど
、
あ
い
ま
い
な
言
葉
は
使
わ

な
い
。
必
要
な
け
れ
ば
キ
ッ
パ

リ
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
そ
の
場
で
決
め
ず
に
、
家
族
や

身
近
な
人
に
相
談
を
し
ま
し
ょ

う
。

あなたにも交通事故の危険が迫っています！
交通災害共済は、万一交通事故にあった場合にご加入の皆さんがお互

いの助け合いによって見舞金を受け取る制度です。

最高で死亡（１等級）１００万円から、最低で１週
間以上の治療を要する傷害（８等級）２万円まで、そ
れぞれの災害等級に合わせて金額が決められています。

（下記災害見舞金表参照）

国内で次の交通機関の運行に伴う接触、衝突、転落、
その他の事故による人の死傷が対象です。

蜷自動車、バイク、自転車

蜷汽車、電車、旅客船、旅客機など

蜷身体障害者用の車いす（道路上で使用中の事故）

共済掛金 １人年額　５００円
共済期間
◆３月３１日までに受け付けた場合
平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

◆４月１日以降に受け付けた場合
受け付けた日の翌日～平成１９年３月３１日

加入資格 加入申し込み時に、敦賀市に住民登録ま
たは外国人登録をしてある人

申込方法 区長さんを通じて各家庭に配付する申込　　
書に掛金を添えて、区長さんまたは生活防
災課まで申し込みください。

＊３等級から８等級における治療期間については、入院および実治療日数など
により等級を決定することとなりますので、ご注意願います。

申
込
書
と
こ
の
チ
ラ

シ
が
各
家
庭
に
配
ら

れ
ま
す
の
で
、
よ
く

読
ん
で
く
だ
さ
い
。

問合せ　生活防災課　　蕁２２ー８１１５

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
進
学
や
就
職
な
ど
、
新
し
い
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
時
期
で
す
。
一
人
暮
ら
し
や
新
し
い
環
境
が
始
ま
る

人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
社
会
経
験
が
少
な
く
、
契
約

や
交
渉
に
不
慣
れ
な
若
者
を
狙
い
、
巧
妙
な
手
口
で
誘
い
契
約
さ

せ
る
、
様
々
な
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
消
費
者
被
害
未
然
防

止
の
た
め
に
、
県
下
一
斉
に
実

施
さ
れ
る
悪
質
商
法
被
害
防
止

共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と

し
て
、
敦
賀
市
も
電
話
の
相
談

日
を
設
け
、
対
応
し
ま
す
。

お
い
し
い
話
や
あ
や
し
げ
な

話
、
契
約
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
困
っ
た
と
き
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。（
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。）

日
　
時
　
３
月
３
日
貊

９
時
〜
17
時

蕁
　
22
・
８
１
１
５

問合せ　生活防災課　　蕁２２ー８１１５

自動車損害賠償保障法施行令別表第１に掲げる
介護を要する後遺障害及び別表第２の等級区分
第１級の各号に掲げる後遺障害に該当するもの

自動車損害賠償保障法施行令別表第２の等級
区分第２級から第４級までの各号に掲げる後
遺障害に該当するもの

死亡

１年以上の治療を要する傷害で、入院６０日
を含む実治療日数１８０日以上のもの

６月以上の治療を要する傷害で、入院３０日
を含む実治療日数９０日以上のもの

３月以上の治療を要する傷害で、入院７日を
含む実治療日数４５日以上のもの

２月以上の治療を要する傷害で、実治療日数
３０日以上のもの

１月以上の治療を要する傷害で、実治療日数
７日以上のもの

１週間以上の治療を要する傷害

１等級

２－１
等級

３等級

４等級

５等級

６等級

７等級

８等級

２－２
等級

100万円

100万円

80万円

30万円

15万円

8万円

6万円

4万円

2万円
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電電子子会会議議室室電電子子会会議議室室
をををを
開開開開
催催催催
しししし
てててて
いいいい
まままま
すすすすおおおお

気気気気
軽軽軽軽
にににに
参参加加ししててくくだだささいい参参加加ししててくくだだささいい

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
「
市
民
参
加
シ
ス
テ
ム
」
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
14
年
に
市
民
電
子
会
議
室
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
室
は
、
市
民
同
士
お
よ
び
市
民
と
行
政
が
協
働
し
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
お
互
い
に
情
報
交

換
な
ど
を
行
い
、
市
民
参
加
と
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
第
４
回
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
す
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

～私たちにできること～

～金ヶ崎緑地周辺の活性化について～

～中心市街地（商店街）の活性化について～

～日本海側を代表する海の玄関を目指して～

～駅舎改築を含めた
駅前空間の再整備～

～誇りに思う敦賀の文化・伝統～

◆ ◆

ここから登録して、
参加してください

電子会議室

氏名、住所、メールア

ドレスなど入力すれば

登録は完了です

敦賀市は平成１９年３月の総合完成（一部は既に分譲開始）を目指し、産業団地の
整備を進めています。今回、既に進出が決定している アイケー・プラストに続き、
第2号企業が決定し、１月２４日、調印式が行われました。

今回、進出が決定した 巴川ファインコーティングは、大手製紙会社である 巴川
製紙所の子会社で、液晶やプラズマ画面の乱反射などを防ぐ光学フィルムを製造する
企業です。敦賀市の産業団地を選んだ理由として、中
京・関西方面への交通アクセスが良いこと、将来的に
敦賀港を活用した外国顧客の拡大にも対応できること、
優遇措置制度が充実していることなどを挙げています。
今後は、３月に工場建設に着工予定で、平成１９年

４月に操業を開始する予定です。

産産業業団団地地にに進進出出すするる第第２２号号企企業業にに

譁譁巴巴川川
ととももええががわわ

フファァイインンココーーテティィンンググがが決決ままるる

平成１８年　３月下旬　　工場建設着工（予定）
平成１８年１２月下旬　　竣工（予定）
平成１９年　４月　　　　操業開始（予定）

代表者氏名　　代表取締役　永田　哲雄
所　在　地　　敦賀市莇生野３４号２３番地の２
設　　　立　　平成１７年１２月２６日
資　本　金　　１,０００万円
業　　　種　　電子部品デバイス製造業

（光学フィルム）

一人一人の電車利用が、小浜線
を支える大きな力になります。

人にも環境にもやさしい電車。

私たちの地域を結ぶ電車を利用
しましょう。

３月１日貉～３１日貊
市役所市民ホール

しゅんじつ

大塚　ひさ江

問合せ　企画調整課　　蕁２２ー８１１１

問合せ　産業団地整備課　　
蕁２２ー８１８３

調印式の模様



9

第５７回敦賀市成人式がプラザ萬象で開催さ
れ、新たに７３１人が成人の仲間入りをしまし
た。当日は、久しぶりに合った同級生同士で会
話が弾み、大変賑やかな雰囲気に包まれました。
式典では、籠教育委員長の式辞、河瀬市長の祝

辞の後、新成人を代表して山
崎裕太さんが、新成人として
の責任や思いなどを決意とし
て力強く述べました。新成人
として、新しい目標に向かっ
て、ぜひがんばってください。

プラザ萬象で「市民かるた大会」が行われ、
幼稚園児から中学生まで52人が参加しまし
た。参加者は、静寂な雰囲気の中、実力伯仲

の相手と熱戦を展開。
日頃の練習の成果を
出そうと、一句一句
真剣な眼差しで、か
るたの札に集中して
いました。

あなたが写っていたらご連絡ください。
写真を差し上げます。

沓地区に江戸時代から伝わる伝統行事「でんが
らがん」が同区の常福寺で行われました。地元で
は、子どもたちのことを「坊ら」と呼ぶことから、
数珠の引き合いに子どもたちが勝つと魚の「ボラ」

がよくとれ、豊漁になると
言われています。
常宮小学校の児童を中心

とした子どもたちは、大人
に負けまいと一生懸命に数
珠を引き、見事勝利を収め
ました。今年も子どもたち
のおかげで、豊漁です。

国の重要無形民俗文化財に指定されている
「敦賀西町の綱引き」が、相生町で行われまし
た。夷子神、大黒神の合図で
大綱が通りに下ろされると、
区民や見物客らが一斉に飛び
つき、綱引きがスタート。お
よそ３分間の熱戦の末、昨年
に引き続き大黒方に軍配が上
がり、豊作と占われました。
また、綱引きに合わせて朝

市やイベントも行われ、たく
さんの人で賑わいました。

国境スキー場でスノーボード教室が行われ、17
人の方が参加しました。参加者のほとんどは初め
てスノーボードに挑戦する方でした
が、指導員の手ほどきを受けながら、
徐々にコツをつかんでいるようでし
た。
午前中は吹雪の中の講習でしたが、

午後になると雪もやみ、絶好のスノ
ーボード日和となりました。

どちらが早い！？

大人と子どもたちの数珠の引き合いわたしもがんばる！

腕いっぱいに大綱を抱え、懸命に引き合い
勝負の後、縁起物として
綱のわらを持ち帰ります

広報広聴課　 ２２ー８１１２

久しぶりの同級生と再会 謝辞を述べる新成人代表　山崎裕太さん

敦賀市、美浜町の小中学生が制作した作品
５８０点が、きらめきみなと館で一同に展示
されました。各学校、学年ごとに迫力ある版
画や繊細な絵画、動きのある立体造作やコラ
ージュなど楽しい作品が並びました。自分の

作品を前に記念撮影をする子ども
たちも見られました。この中から
将来の大芸術家が誕生するかもし
れませんね。

迫力のゴールシーン 未来のピカソやゴッホがいるかも

上級クラスでは最初の２、３字を読み上げるだけで反応します。
8

山頂へ行ってきます！バランスをとりながら滑り出します
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入
居
資
格

市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
同
居

し
、
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
世
帯
収
入
が
一
定
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
他
の
条

件
を
満
た
す
方

申
込
み

３
月
６
日
豺
〜
10
日
貊
に
、
所
定

の
申
込
用
紙
で
建
築
住
宅
課
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
２
月
27
日
豺
か

ら
交
付
し
ま
す
。

抽
選
日
　
３
月
下
旬
（
予
定
）

入
居
開
始
日

４
月
上
旬
予
定
（
抽
選
後
、
当
選

者
に
会
場
で
説
明
し
ま
す
）

※
平
成
17
年
分
の
収
入
が
分
か
る

も
の（
源
泉
徴
収
票
等
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
１
月
〜
申
込
日
に
勤

務
先
を
変
更
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

結
婚
予
定
等
の
事
情
の
あ
る
方
は

必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
申
し
込
み
ま
で

に
前
住
所
地
で
の
所
得
（
課
税
）

証
明
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
建
築
住
宅
課蕁

22
・
８
１
４
０

事
業
内
容

法
律
相
談
　

主
に
電
話
で
受
付
を
し
、
相
談
員

（
司
法
書
士
）を
紹
介
。
相
談
者
の
希

望
日
時
に
応
じ
て
、担
当
司
法
書
士

が
各
事
務
所
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

相
談
事
例

▼
不
動
産
の
売
買
・
贈
与
・
賃
貸

借
・
相
続
等
に
関
す
る
問
題

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
成
年

後
見
等
に
関
す
る
問
題

▼
会
社
・
組
合
等
の
設
立
・
役
員

変
更
・
増
資
等
に
関
す
る
問
題

受
付
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時

受
付
電
話
番
号
・
問
合
せ

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

０
７
７
０
・
52
・
３
４
５
５
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高
齢
者
の
安
全
で
安
定
し
た
居
住
の
確
保
の
た
め
、
国
・

県
・
市
の
補
助
に
よ
り
民
間
で
建
設
さ
れ
た
高
齢
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

中
堅
所
得
者
の
皆
さ
ん
に
、
ゆ
と
り
あ
る
住
生
活

を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
お
よ
び
市
の
補

助
に
よ
り
民
間
で
建
設
さ
れ
た
特
定
優
良
賃
貸
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅

ス
カ
イ
L
D
１
０
４

敦
賀
市
昭
和
町
１
丁
目
11
ー
６

〈
昭
和
第
３
公
園
北
隣
り
〉

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
５
階
建

募
集
戸
数

10
戸（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

申
込
資
格

①
60
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
。

（
60
歳
以
上
の
単
身
者
で
あ
る

か
、
い
ず
れ
か
一
方
が
60
歳
以

上
の
夫
婦
世
帯
、
ま
た
は
60
歳

以
上
の
親
族
か
ら
な
る
世
帯
で

あ
る
こ
と
）

②
入
居
時
に
お
い
て
自
立（
同
居
者

の
支
援
に
よ
る
場
合
も
可
能
）

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
の

で
き
る
健
康
状
態
に
あ
る
こ
と

※
収
入
に
よ
る
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

家
　
　
賃

６
５,
０
０
０
円

※
一
定
の
収
入
以
下
の
人
は
、
家

賃
対
策
補
助
に
よ
り
入
居
者
負

担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

申

込

み

手
続
き
は
す
べ
て

管
理
会
社
で
あ
る
譁
家
高
不
動

産
が
取
り
扱
い
ま
す
。
３
月
９
日

貅
〜
３
月
16
日
貅
に
所
定
の
用

紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
３
月
１
日
貉
か

ら
配
付
し
ま
す
。
平
成
17
年
分

の
収
入
の
分
か
る
も
の（
源
泉
徴

収
票
等
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法

申
込
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
る

場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

抽
選
予
定
日

３
月
27
日
豺（
予
定
）

入

居

日

抽
選
後
、
当
選
者
に
会
場
で
説

明
し
ま
す
。

※
３
月
９
日
貅
〜
16
日
貅
に
、
現

地
に
お
い
て
住
宅
内
部
の
見
学

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問

合

せ

譁
家
高
不
動
産
蕁
22
・
５
５
０
０

建
築
住
宅
課

蕁
22
・
８
１
４
１

募
集
住
宅

T
A
K
A
H
I
R
O
マ
ン
シ
ョ
ン

敦
賀
市
相
生
町
17
ー
５
・
17
ー
９

〈
西
町
の
綱
引
き
通
り
沿
い
〉

鉄
骨
造
・
３
階
建

募
集
戸
数

６
戸

（
１
Ｄ
Ｋ
２
戸
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
４
戸
）

申
込
資
格

①
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
す
る
方

②
１
カ
月
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
、
60
万
１
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と

家
　
　
賃

１
Ｄ
Ｋ
　
　
５
２,
０
０
０
円

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
７
２,
０
０
０
円

※
た
だ
し
家
賃
減
額
補
助
に
よ
り
、

所
得
の
低
い
方
や
子
ど
も
の
人

数
に
よ
っ
て
家
賃
が
優
遇
さ
れ

ま
す
。

申
込
み

手
続
き
は
す
べ
て
管
理
会
社
で

あ
る
譁
日
章
土
地
が
取
り
扱
い

ま
す
。
３
月
９
日
貅
〜
３
月
16

日
貅
に
所
定
の
用
紙
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
３
月
１
日
貉
か
ら

配
付
し
ま
す
。
平
成
17
年
分
の
収

入
の
分
か
る
も
の（
源
泉
徴
収
票

等
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法

申
込
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
る

場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

抽
選
予
定
日

３
月
27
日
豺
（
予
定
）

入
居
日

抽
選
後
、
当
選
者
に
会
場
で
説

明
し
ま
す
。

問
合
せ

譁
日
章
土
地

蕁
23
・
５
３
６
３

建
築
住
宅
課

蕁
22
・
８
１
４
１

敦
賀
市
が
要
望
し
て
い
た
、
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
敦
賀
駅
停
車
数

の
増
加
が
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
３
月
18
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
、

「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
１
号
（
下
り
）」
が
敦
賀
駅
に
停
車
し
ま
す
。

当
市
は
以
前
か
ら
要
望
活
動
を
し
て
お
り
、
昨
年
９
月
28
日
に
は
、
J

R
西
日
本
金
沢
支
社
に
対
し
、「
サ
ン
ダ
バ
ー
ド
の
敦
賀
駅
停
車
に
関
す

る
要
望
書
」
を
提
出
。
今
回
の
改
正
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

現
在
、
１
日
15
本
の
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

が
大
阪
〜
金
沢
・
富
山
で
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
６
本
が
敦
賀
駅
を
通
過
し
て
い

る
状
況
で
す
。
今
回
の
改
正
で
１
本
停
車

増
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
公
共

交
通
機
関
の
利
便
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を

目
指
し
、
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
は
、「
活
気
あ
る
駅
」
に
す
る
た

め
に
、
敦
賀
駅
の
積
極
的
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。



と
　
き

２
月
28
日
貂

12
時
20
分
〜
55
分

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

出
演
者

ハ
イ
カ
ラ
童
謡
ク
ラ
ブ

内
　
容

合
唱

螫
涙な
だ

そ
う
そ
う

螫
わ
ら
べ
歌
メ
ド
レ
ー

螫
学
生
時
代

螫
青
い
山
脈

螫
川
の
流
れ
の
よ
う
に

問
合
せ

文
化
課
蕁
22
・
８
１
５
２

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た

ご
み
の
中
か
ら
、
使
用
可
能
な
家
具

や
自
転
車
な
ど
を
展
示
し
、
希
望
者

に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

展
示
・
受
付
期
間

２
月
27
日
豺
〜
３
月
３
日
貊

９
時
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ

清
掃
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
で
、
展
示
品
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る

方

抽
選
日

３
月
６
日
豺

10
時
〜

※
当
選
者
名
簿
は
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
玄
関
に
掲
示
し
ま
す
。

当
選
品
引
渡
日

▼
３
月
６
日
豺

抽
選
終
了
後
〜
16
時
30
分

▼
３
月
７
日
貂
〜
10
日
貊

９
時
〜
16
時
30
分

※
自
転
車
に
つ
い
て
は
福
井
県
自

転
車
商
協
同
組
合
敦
賀
支
部
加

盟
店
で
の
登
録
後
の
引
き
渡
し
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ

清
掃
セ
ン
タ
ー

蕁
21
・
１
１
５
３

と
　
き

３
月
11
日
貍

13
時
〜
18
時

（
受
付
12
時
30
分
〜
）

12
日
豸

９
時
〜
16
時

と
こ
ろ

敦
賀
短
期
大
学

内
　
容
　

▼
修
復
文
書
の
解
体
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
技
術

▼
デ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
技
術
と
結

び
つ
い
た
漉す

き
嵌は

め
法
に
よ
る

修
復
技
術

講
　
師
　

敦
賀
短
期
大
学
地
域
総
合
研
究
所
長

多
仁
た

に

照
廣
て
る
ひ
ろ

氏

定
　
員
　
８
〜
10
人（
先
着
順
）

受
講
料
　
１
万
円
　
※
昼
食
代
別

申
込
締
切
　
３
月
４
日
貍

問
合
せ
・
申
込
先

敦
賀
短
期
大
学
蕁
24
・
２
１
３
０

と
　
き
　
３
月
18
日
貍
15
時
〜
17
時

と
こ
ろ
　
敦
賀
短
期
大
学

講
　
師
　
医
療
法
人
敦
賀
温
泉
病
院
院
長

玉
井
た
ま
い

顯
あ
き
ら

氏

定
　
員
　
40
人（
先
着
順
）

受
講
料
　
１,
０
０
０
円

※
高
校
生
は
半
額

申
込
締
切
　
３
月
11
日
貍

問
合
せ
・
申
込
先

敦
賀
短
期
大
学
蕁
24
・
２
１
３
０

申
込
み

３
月
24
日
貊
ま
で

（
先
着
順
）

受
講
料

無
料（
傷
害
保
険
料
と
し
て

５
０
０
円
が
必
要
）

問
合
せ

申
込
先
　
武
道
館

蕁
25
・
５
８
２
０
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後
期
シ
リ
ー
ズ
・
第
三
講

と
　
き

３
月
11
日
貍

14
時
〜
15
時
45
分

講
　
師
　
市
文
化
課
学
芸
員

中
野
な
か
の

拓
郎
た
く
ろ
う

氏

と
こ
ろ
　
市
立
図
書
館

定
　
員
　
１
０
０
人
（
当
日
先
着
順
）

問
合
せ
　
気
比
史
学
会（
糀
谷
）

蕁
22
・
３
６
３
２

韓
国
と
日
本
の
男
女
観
・
夫
婦
観

の
違
い
、
韓
国
語
と
日
本
語
、「
冬

ソ
ナ
」
の
世
界
な
ど
、
様
々
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
韓
国
ブ
ー
ム
の
底

流
を
解
説
し
ま
す
。
あ
な
た
の
知
ら

な
い
韓
国
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

と
　
き

３
月
18
日
貍

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

講
　
師

ふ
く
か
ん
ね
っ
と（
福
島
韓
国
語
・

韓
国
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
代
表

鄭
チ
ョ
ン

玄
実

ヒ
ョ
ン
シ
ル

氏

参
加
費

無
料

定
　
員
　
30
人（
要
申
込
み
）

問
合
せ
・
申
込
先

国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

蕁
21
・
３
４
５
５

私
た
ち
は
、
日
々
何
ら
か
の
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ス
ト
レ
ス
と
ど
の
よ
う
に

付
き
合
っ
た
ら
よ
い
か
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

３
月
15
日
貉

13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ

粟
野
公
民
館

演
　
題

ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
知
識

講

師
ホ
ッ
と
サ
ポ
ー
ト
ふ
く
い（
福
井
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
副
医
長

谷
　
智
子
と
も
こ

氏

定
　
員

50
人
（
先
着
順
）

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
５
３
１
１

病
気
と
い

う
ほ
ど
で
は

な
い
け
れ
ど
、

な
ん
と
な
く
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と

い
う
女
性
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

体
の
声
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
、
適
切

に
対
処
す
る
方
法
を
一
緒
に
楽
し
く

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
内
容

▼
３
月
13
日
豺

13
時
30
分
〜
15
時
15
分

・
体
験
談
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う

・
み
ん
な
で
意
見
交
換

・
女
性
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
の
学
習

▼
３
月
16
日
貅

13
時
30
分
〜
15
時

・
女
性
に
必
要
な
運
動
に
つ
い

て
の
話
と
実
技
指
導

と
こ
ろ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
　
象

30
〜
50
歳
代
の
女
性

定
　
員

30
人（
先
着
順
）

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
５
３
１
１

仕
事
や
日
常
の
中
で
ス
ト
レ
ス

や
不
安
を
感
じ
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
働
き
盛
り
の
方
へ
の
、
専
門
医

に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す
る
講
演
と

個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
家
族

の
方
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き

３
月
16
日
貅
14
時
〜
16
時

と
こ
ろ

サ
ン
ピ
ア
敦
賀

演

題

働
き
盛
り
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス

講
　
師

猪
原
病
院

西
尾
に
し
お

昌
志
ま
さ
し

氏

個
別
相
談

講
演
会
終
了
後
に
行
い
ま
す
。

事
前
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
３
７
４
７
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◆
固固
定定
資資
産産
税税（（
第第
４４
期期
））

◆
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

（（
第第
８８
期期
））

納納
期期
限限

２２
月月
2288
日日
貂貂



15

平
成
18
年
度
に
入
学
す
る
「
敦
賀

い
き
い
き
生
涯
大
学
院
生
」
を
募
集

し
ま
す
。

入
学
資
格

市
内
在
住
の
敦
賀
い
き
い
き
生
涯

大
学
（
旧
敦
賀
市
老
人
大
学
）

卒
業
生

募
集
人
員

１
０
０
人

学
習
内
容

▼
講
義（
大
学
教
授
等
に
よ
る
講

演
等
）

▼
学
外
研
修
（
県
内
外
の
文
化
財

め
ぐ
り
等
）

▼
ク
ラ
ブ
活
動
（
陶
芸
、
パ
ソ
コ

ン
、
茶
道
、
俳
句
、
書
道
、
紙

工
作
、
刻
字
）

と
こ
ろ

敦
賀
短
期
大
学

修
業
年
限

１
年

負
担
金

１
０,
０
０
０
円

（
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
か
か

る
実
費
は
別
途
徴
収
）

申
込
み

敦
賀
短
大
、
長
寿
福
祉
課
、
各

公
民
館
に
備
え
付
け
の
入
学
願
書

に
所
要
事
項
を
記
入
の
上
、
２
月

14
日
貂
〜
３
月
３
日
貊
に
敦
賀
短

大
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

敦
賀
短
大
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

蕁
24
・
２
１
３
０

支
給
要
件

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
こ
と

対
象
者

次
の
順
番
に
よ
る
最
も
順
位
が
先

の
ご
遺
族
お
一
人

１１
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２２
戦
没
者
等
の
子

３３
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者

等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

①
父
母

②
孫

③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

４４
１１
〜
３３
以
外
の

①
父
母

②
孫

③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

５５
１１
〜
４４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の

親
族

※
前
回
の
特
別
弔
慰
金
該
当
者

で
時
効
に
よ
り
失
権
し
た
方
も

請
求
で
き
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

問
合
せ
・
申
込
先
　
福
祉
保
険
課

蕁
22
・
８
１
２
３

市
で
は
、
在
宅
で
65
歳
以
上
の
要

介
護
認
定
者
を
対
象
に
、
介
護
用
品

（
紙
お
む
つ
）
支
給
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
紙
お
む
つ
の
支
給

券
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

対
　
象

市
内
で
大
人
用
紙
お
む
つ

を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業

者（
小
売
業
等
）

申
込
み

３
月
10
日
貊
ま
で
に
、長
寿

福
祉
課
備
え
付
け
の
申
請

書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

長
寿
福
祉
課蕁22

・
８
１
２
４

と
　
き

▼
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン

３
月
９
日
貅
　

▼
N
T
T
ド
コ
モ
　
３
月
14
日
貂

▼
a
u

３
月
17
日
貊

初
級
者
編
　
10
時
〜
12
時

応
用
編

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

と
こ
ろ
　
プ
ラ
ザ
萬
象

対
　
象
　
60
歳
以
上
の
方

定
　
員

各
ク
ラ
ス
20
人（
先
着
順
）

内
　
容
　

▼
初
級
者
編

電
話
の
か
け
方
受
け
方
・
文

字
の
打
ち
方
等

▼
応
用
編

E
メ
ー
ル
の
で
き
る
方
を
対

象
に
、
写
真
撮
影
・
添
付
の

仕
方
・
そ
の
他
便
利
機
能
等

申
込
み

電
話
で
受
付

受
講
料

無
料

問
合
せ
・
申
込
先
　

福
井
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団

蕁
０
７
７
６
・
98
・
５
８
０
１
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つ
る
が
環
境
み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
敦
賀
市
環
境
基
本
計
画

に
基
づ
く
企
画
、
実
践
活
動
を
展

開
す
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

５
人
程
度

対
　
　
象
　
　
　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、

水
や
資
源
等
環
境
に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
方

応
募
方
法

水
や
資
源
等
環
境
に
関
す
る
レ
ポ

ー
ト（
８
０
０
字
程
度
で
様
式
は

自
由
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
レ
ポ
ー
ト
の
末
尾
に
、
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢（
生
年

月
日
）・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

３
月
10
日
貊（
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）

問
合
せ
・
応
募
先

環
境
課

蕁
22
・
８
１
２
１

平
成
18
年
度
に
入
学
す
る
「
敦
賀

い
き
い
き
生
涯
大
学
生
」
を
募
集
し

ま
す
。

入
学
資
格

市
内
在
住
の
満
65
才
以
上
の
方

（
昭
和
16
年
４
月
１
日
以
前
出
生

の
方
）

募
集
人
員

１
０
０
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
年
齢
順

学
習
内
容

▼
講
義（
大
学
教
授
等
に
よ
る
講

演
、
医
師
等
の
健
康
教
室
等
）

▼
見
学（
県
内
の
文
化
財
め
ぐ
り
等
）

▼
実
習（
健
康
体
操
等
）

▼
ク
ラ
ブ
活
動（
書
道
、
編
物
、
園

芸
、
吟
詠
、
料
理
、
俳
句
）

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

修
業
年
限

２
年

申
込
み

長
寿
福
祉
課
、
各
公
民
館
に
備

え
付
け
の
入
学
願
書
に
所
要
事
項

を
記
入
の
上
、
２
月
14
日
貂
〜
３

月
３
日
貊
に
長
寿
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

長
寿
福
祉
課

蕁
22
・
８
１
２
４

142006 広報つるが 3月号

 

応
募
資
格

未
婚
で
満
18
歳
以
上
の
女
性（
高

校
生
を
除
く
）
で
、
福
娘
（
花
換

娘
）
と
し
て
従
事
で
き
る
方

募
集
人
数

３
人

従
事
期
間

４
月
１
日
貍
〜
15
日
貍

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
従
事
日
時
に
つ
い
て
は
、
採
用

後
に
相
談
し
ま
す
。

※
従
事
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

応
募
方
法

Ａ
４
用
紙（
様
式
自
由
）に
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
所
・
連
絡
先
・
職
業（
勤
務
先
）・
志
望
動
機

（
自
己
P
R
）
を
明
記
の
上
、
写
真
（
上
半
身
・

名
刺
サ
イ
ズ
）を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
福
娘
の
選
考
目
的

以
外
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
　
２
月
28
日
貂
（
当
日
消
印
有
効
）

採
用
方
法
　
厳
正
な
書
類
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

審
査
結
果
は
送
付
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
先
　
〒
９
１
４
・
０
０
５
１

敦
賀
市
本
町
２
丁
目
１
ー
20

南
公
民
館
３
階
譖
敦
賀
観
光
協
会

問
合
せ

▼
平
　
日
　
譖
敦
賀
観
光
協
会
蕁
22
・
８
１
６
７

▼
土
日
祝
　
敦
賀
観
光
案
内
所
蕁
21
・
８
６
８
６
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身
長
・
体
重
の
計
測
を
行
う
ほ
か
、

健
康
に
関
す
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ

い
て
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相

談
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
も
行

い
ま
す
。

と
　
き

３
月
14
日
貂
・
28
日
貂

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

※
歯
科
相
談
は

３
月
14
日
貂
　
10
時
〜
11
時
30
分

栄
養
相
談
は
　

３
月
28
日
貂
　
13
時
30
分
〜
15
時

の
み
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
0
1
4
7

市
税
等
の
公
金
を
口
座
振
替
に
よ

り
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
振
り
替
え

ご
と
に
口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
を

送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
27
日

振
替
分
か
ら
は
１
年
分
（
１
月
〜
12

月
）
を
集
計
し
、
翌
年
１
月
に
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
４
月
10
日
再
振
替
分
ま
で
は
現
行

通
り
、
振
り
替
え
ご
と
に
送
付
し

ま
す
。

問
合
せ

市
税

収
納
課

蕁
22
・
８
１
８
７

保
育
料

児
童
家
庭
課

蕁
22
・
８
１
２
７

住
宅
使
用
料

建
築
住
宅
課

蕁
22
・
８
１
４
０

介
護
保
険
料

長
寿
福
祉
課

蕁
22
・
８
１
８
０

水
道
使
用
料

上
水
道
課
分
室

蕁
22
・
８
１
４
３
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と
　
き

３
月
２
日
貅

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
　
容

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、お
茶
会

対

象

未
就
園
児（
０
〜
３
歳
児
）

の
親
子
１
０
０
組

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

保
育
園
・
幼
稚
園
の
生
活
や
遊
び

に
つ
い
て
保
育
士
が
お
話
し
た
り
、

相
談
に
応
じ
た
り
し
ま
す
。

と
　
き

３
月
15
日
貉
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対

象

就
園
予
定
児
の
親
子
30
組

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

二
本
松
は
じ
め
さ
ん（
つ
な
が
り

あ
そ
び
・
う
た
研
究
所
）と
一
緒
に
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
歌
、
リ
ズ
ム
遊
び

を
し
ま
す
。

と
　
き

３
月
23
日
貅
10
時
〜
11
時

（
10
分
前
に
は
お
越
し
下
さ
い
）

と
こ
ろ
　
こ
ど
も
の
国

対
　
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
　
員
　
１
０
０
組（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み

３
月
９
日
貅
〜

電
話
ま
た
は
窓
口
で
受
付

問
合
せ
　
こ
ど
も
の
国蕁

25
・
７
８
７
９

子
ど
も
の
身
長
・
体
重
計
測
と
遊
び

の
紹
介
、
ま
た
育
児
健
康
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

と

き

３
月
８
日
貉

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

粟
野
公
民
館

対

象

粟
野
地
区
に
住
む
未
就
園
児

（
０
〜
３
歳
児
）の
親
子
30
組

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

と
　
き

３
月
23
日
貅
14
時
〜
15
時

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
　
容

救
急
隊
員
に
よ
る
心
肺
蘇

生
に
つ
い
て
の
話
と
実
践

指
導（
事
故
が
起
き
て
し

ま
っ
た
場
合
の
応
急
処
置

の
仕
方
な
ど
）

対

象

未
就
園
児
（
０
〜
３
歳
児
）

の
親
子
30
組

申
込
み

電
話
で
受
付

※
託
児
を
行
い
ま
す
。
希
望
の
方
は

申
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７
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水水
道道
のの
手手
続続
きき
をを

おお
忘忘
れれ
なな
くく
！！

引越し等で水道の使用を
中止または開始する場合は
届出が必要です。

市役所上水道課分室に直
接来ていただくか、また
は電話にて手続きをお願
いします。

蕁

引越し等を予定されている方へ

振
り
替
え
ご
と
に
「
口
座
振

替
領
収
済
通
知
書
」
を
送
付

１
年
分
（
１
月
〜
12
月
）を
ま

と
め
て
、
翌
年
１
月
に
送
付
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 謹んでお悔やみ申し上げます。
１２月２７日～１月３１日

（敬称略）

金　山　北村　冨子（94） 松島町　 畑　早苗（80）
開　町　赤澤　道子（98） 三島３　田中　きぬ（95）
昭和２　渡辺喜美子（82） 松島町　安田　　進（66）
沓　見　川端　チヨ（75） 追　分　宮本　文雄（84）
昭和２　中村　　博（74） 古田刈　桶谷　アキ（87）
櫛　川　田中　　洋（46） 赤　崎　古川　光男（77）
長　谷　村上　三枝（95） 津内３　 谷　　栄（78）
沢　　橋爪藤三郎（83） 清水１　田中　チヱ（97）

昭和１　竹内　春野（87） 舞崎２　和泉　義雄（72）
清水１　平松　　茂（66） 昭和１　玉井　　實（74）
松島２　福地　幸一（79） 江　良　本多源七郎（91）
呉竹１　山本こと江（85） 萩野町　丸山スズ子（75）
櫛川２　清水　晴幸（64） 莇生野　武藤　ノブ（94）
大　蔵　坂口　正枝（86） 赤　崎　伊藤　なつ（82）
東洋町　大沼　節子（72） 本町１　川島トシコ（87）
公文名　小松　茂樹（61） 沢　　平本　　 （84）
神楽２ 山路　 勝（60） 桜ケ丘　三 武雄（74）
松原町　小林ナツヱ（87） 公文名　池又　茂男（86）
野　神　大谷　義昭（58） 元　町　山 彰（58）
布田町　今井　善三（81） 沓　見　増山キヨ子（93）
江　良 江戸　敏雄（78） 赤　崎　森野きみ子（78）
三島２　本田　　茂（86） 若葉３　荒木　ヒサ（84）
川崎町 笹林　文子（91） 津内２　米澤千代子（85）
開　町　岡村　とよ（86） 三島２　川添　笑子（80）
平和町　小菅すさゑ（86） 色　浜　遊津あき子（77）

３月２日(木)・16日(木)

３月８日(水)・22日(水)

３月８日(水)

３月22日(水)

ポー・トン（中央１） 

３月14日(火)・22日(水)・ 
　　28日(火)

毎 日（第１・３土曜日は休み） 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

８時30分 
　　～21時 

福祉総合センター 
「あいあいプラザ」 
　（東洋町・ 
　　蕁２２－３１３３） 

毎週火～日曜日 
（第３日曜日は休み） 

毎週月～金曜日 

９時～17時 

８時30分 
　　～15時 

ハートフル・スクール 
（鋳物師町 蕁22－7072） 

蕁２２－８１５１ 
（ハートフル・スクール） 
蕁２２－１４６０ 
（晴明保育園） 

毎週月～金曜日 

13時45分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

  

毎週火、木、金、土曜日 
女性相談員が相談を受けます 

男女共同参画課 
（三島２ 蕁23－5411） 

９時～17時 

※ の相談は、国民の祝日・振替休日は休みとなります。 

※ 

※ 

※ 

毎週月～金曜日 ※ 

少年愛護センター 
（東洋町・薔 0120－090523） 

蕁２１－１１５１ 
（子育て総合支援センター） 

毎週月～金曜日 
（土曜日は午前中） 

※ ８時30分 
　～17時15分 

 

３月１・８・15・22・29日(水)

３月１・15日(水)

３月１・15日(水)

３月19日(日)

３月19日(日)

２月19日　泉 ケ 丘 病 院（泉ケ丘　蕁 22ー7700） 
２月26日　いちはし整形外科（櫛　林　蕁 20ー1825） 
３月５日　泉 ケ 丘 病 院（泉ケ丘　蕁 22ー7700）　
３月12日　国 立 福 井 病 院（桜ケ丘　蕁 25ー1600） 
３月19日　林 　 病 　 院（木　崎　蕁 22ー0953） 
３月21日　山本整形外科医院（三島３　蕁 23ー5477） 
３月26日　はぎはら整形外科（木　崎　蕁 20ー0811）　
＊いずれも診療時間は９時～12時、13時～17時です。 
　受診の際は必ず健康保険証および内服中の薬がある場合は 
　内服薬または薬剤名を書いた紙等を持参してください。 
＊外科系医は都合により変更する場合がありますので、 
　あらかじめ電話で確認してください。 

 

 

 

休日急患センター　（中央２　蕁 25ー5311） 
　 

市立敦賀病院　　（三島１　蕁 22ー3611） 

 

健健康康ココララムム
連連載載

敦
賀
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
保
健
師
　
大
　
道
　
祐
　
香

皆
さ
ん
は
周
り
の
男
性
を
見
て
、
昔

よ
り
太
っ
て
い
る
人
が
増
え
た
と
思
い

ま
せ
ん
か
？

近
年
、
30
〜
69
歳
の
男
性
の
３
割
以

上
が
肥
満
で
、
ど
の
年
齢
層
で
も
20
年

前
に
比
べ
、
約
１
・
５
倍
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
傾
向
は
、
敦
賀
市
で
も
同

じ
で
、
30
歳
〜
69
歳
の
男
性
の
約
３
割

は
肥
満
で
す
。

中
高
年
の
男
性
の
場
合
、
仕
事
な
ど

で
生
活
が
不
規
則
に
な
り
、
夕
食
の
時

間
が
遅
く
な
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

か
ら
つ
い
食
べ
す
ぎ
や
飲
み
す
ぎ
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
車
社
会
で
歩
く
機
会
も
少
な

く
、
運
動
す
る
時
間
も
取
れ
な
い
の
で

運
動
不
足
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
し
く
ら
い
太
っ
て
も
問
題
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
肥
満
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
高

脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起

こ
し
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
生
命
に

関
わ
る
危
険
な
病
気
を
招
き
ま
す
。

ま
た
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
や
腰

痛
、
膝
関
節
痛
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

肥
満
に
は
、
皮
下
脂
肪
の
多
い
「
皮

下
脂
肪
型
肥
満
」
と
内
臓
の
ま
わ
り
に

つ
く
内
臓
脂
肪
の
多
い
「
内
臓
脂
肪
型

肥
満
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
男
性
に
多

い
の
が
、「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
で
、

こ
の
タ
イ
プ
の
肥
満
は
特
に
生
活
習
慣

病
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
は
、
内
臓
の
周
り

に
脂
肪
が
た
ま
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

栄
養
障
害
が
臓
器
や
周
囲
の
血
管
に
起

こ
り
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
高
め
る

の
で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
で
、
ウ
ェ

ス
ト
が
85
袍
以
上
あ
る
と
い
う
男
性
の

方
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
で
す
。（
女
性

の
場
合
は
90
袍
以
上
）

内
臓
脂
肪
は
、
日
々
の
生
活
習
慣
の

改
善
で
減
ら
す
こ
と
が
比
較
的
簡
単
で

す
。
揚
げ
物
や
炒
め
物
は
控
え
、
主
食

だ
け
の
単
品
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、

野
菜
を
多
く
と
る
。
外
食
は
洋
食
よ
り

和
食
に
し
、コ
ー
ヒ
ー
は
無
糖
に
す
る
。

昼
休
み
を
利
用
し
て
体
を
動
か
し
た

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
階
段

を
使
う
な
ど
、
生
活
の
中
で
少
し
で
も

工
夫
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

＊

＊
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）

＝
体
重
（
㎏
）
÷
身
長
（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
）
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今
月
の
表
紙

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
伝
統
行

事
「
野
坂
だ
の
せ
祭
り
」
が
野
坂
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
だ
の
せ
の
せ
の

や
ー
」
の
独
特
な
掛
け
声
の
中
、
田
打

ち
、
田
植
え
踊
り
を
力
強
く
舞
い
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

人口 69,231人（前月比 54人減）男 33,838人 女 35,393人 世帯数 26,800世帯（平成18年1月31日現在）

 
 

▼
取
材
先
で
、
色
々
な
人

た
ち
と
出
会
っ
て
、
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
先
日
、
取
材
先
で
中
学
校
時
代

の
担
任
の
先
生
と
出
会
い
ま
し
た
。
中
学

校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
も
う
20
年
以
上
経

ち
ま
す
が
、
懐
か
し
さ
と
か
す
か
な
緊
張

感
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い

っ
た
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
團
）

▼
か
る
た
大
会
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

静
か
な
雰
囲
気
の
中
、
読
み
手
の
声
に
集

中
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
カ
メ

ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
自
分
も
緊
張

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
僕
も
小
さ
い
頃
は

か
る
た
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
１
番
好

き
な
句
は
「
ひ
と
は
い
さ
〜
・
・
」
こ
の

続
き
が
す
ら
す
ら
と
言
え
る
あ
な
た
！
僕

と
１
度
勝
負
し
ま
し
ょ
う
。（
赤
）


